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～海底堆積物からの検証～

大嶋和雄(海洋地質部)

はじめに

日本海の水深100mもの海底から発見されるナウマン

象や野牛の化石は日本列島はかって大陸から張り出

した半島の一部であったことを物語っている.また

瀬戸内海のように古くから｢竜骨｣として象の窟や

骨の化石カミ数千点以上も発見されている海底はかつて

は草原のような環境にあったものと推定される.さら

に堆積後に再移動運搬されることのない泥炭層やカキ

礁の一部が海底から採取されると泥炭層やカキ礁が形

成された当時の海水準はほぼ採取深度付近にあったこ

とが推定できる.現海底に氷河期の陸地が存在して

いたという地質学的な証拠カミ揃うと海底地形だけから

推定した氷河期の低海水準位がさらに確なものとなる.

しかしそうは都合よく何時も海底から望みの証拠物

件が発見されるとはかぎらない.実際には柱状採泥

でも行なわないかぎり発見されることは稀である.そ

れでは何かこれらの海底堆積物が沈積した当時の海水

準を示す証拠はないものかと多くの地質学者は考えて

きた.その答を堆積物を構成する礫･砂･泥の混り

具合を示す粒度組成の特徴や砂粒の起源を示す砂粒組

成の特徴から明らかにすることに成功した.

波が寄せては返す砕波帯の海底には小石や貝殻混り

の砂が分布している.この砂か海底を何処までも覆

うのではなく砕波の影響がなくなる水深30～40m位の

静な海底には細砂や泥などの細い粒子が沈積している.

この泥の分布している水深を結んだ岸側の線を混線と呼

んでいる･この混線の水深は波砕や沿岸流の大きさ

などによって異にするがこの混線までに現在の陸地

から供給される礫や砂の大方は堆積してしまう.し

かし実際には混線から沖合の大陸棚上には礫･砂･

泥が複雑な分布をしている.この大陸棚上の底質を

すべて現世堆積物と考えてこの分布を現在の海流･潮

流･沿岸流または波浪などの営力によって説明しょうと

これまで試みられてきた.しかしこのような大陸棚

上の堆積物から氷河のモレｰンや陸成泥炭さらには象

化石が発見されるにおよんでこれこそ氷河時代の低海

水準時の陸上堆積物であると考えられるようになった.

このような事実はS肥P蝸D(1932)によって初めて

注目された.しかしこの事実を体系的に定義し区分

したのはその弟子のEM珊Y(1952)である.EM珊Y

(1952)は現在の海洋環境と異相る過去の氷河時代に沈

積.し現海底面に広く分布する砂質堆積物を残存(re1iCt)

堆積物と定義した.そうして現在の河川海浜およ

び海岸の崖から供給される砕屠堆積物(砂や礫)や海底

の岩盤の風化浸食によって形成される残留堆積物などか

ら区別した.このような氷河時代の低海水準時に堆

積した残存堆積物は世界の大陸棚の約70%を覆ってい

るとE皿醐Y(1968)は論じ･た.したカミって大陸棚

上の残存堆積物の分布を詳しく研究することによって

大陸棚形成過程の海水準変動が明らかとなり大陸棚上

に位置する海峡形成時の海水準も判明するはずである.

それにしても1932年に初めて注目され52年に体系づ

けられ68年にようやくまとめられるという35年以上の

膨大な研究成果に基づくこの概念はこれまで単放る粒

径分布図が底質図であった海底堆積物の取扱い方を根本

的に変革させた.この息の永い研究に科学的風土と

しての基盤の大きさをつくづく感じさせられる.

地質調査所では昭和48年7月28日から8月12目まで

の17日間芙蓉海洋開発株式会杜の海洋調査船｢わかし

お｣を傭船して対馬～五島周辺海域の調査を行なった.

この調査で採取した底質試料の粒度分析および砂粒分

析結果と海底地形の特徴を総合的に検討して大陸棚形

成吏の読みとれる表層底質図を作成した.この資料お

よび小向(1956)の津軽海峡西口付近の底質図を参考に

して海底地形資料から求めた海峡形成過程の海水準変

動を検討する.さらにこれまでわが国近海の海底や

沿岸平野から採取された浅海棲貝類および泥炭の採取深

度と14C年代測定値とから海水準変動曲線を作成'して

海底地形および底質試料から推定した海水準位の年代に

ついて考察する.

I泥や砂についての基礎知識

海底堆積物の分析結果を検討する前にわれわれが

日常泥や砂と呼んでいる物質について少し考えてみる.

泥や砂は子供の頃の思い出として泥んこ遊びや砂遊び

として身近校ものであった,自然においては泥と砂�
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堆積物の粒径による分類
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カミ混り合って存在している事は少なく海水浴では砂遊

び内湾の潮干狩りでは泥んこ遊びと相場は決っていた.

このように身近在泥や砂もその実体となると一般的

に全くわかっていない.国語辞典に載っている泥は

水がまじってやわらかくなった生ひじへどろ汚泥

狂どますますわからなくなる.砂も石のつぶのご

く細かいもの浜のまさごなどこれまたはっきりしてい

狂い.しかし講でも小石(礫)より砂は小さく砂

より泥は小さいという粒子の大きさによる経験的存分

類であることは知っている.この経験的な分類からく

るあいまいさは学間の世界でも全く同様でその区分

は地質学土壌学および土質工学とその研究分野毎に

異存り研究発表の席上で感違いすることが多い.と

くに最近公害問題で有名になったベド言などはその

典型的たものでまったくの俗語で何の定義もない.

地質学的にはシルトより細い粒子で含水率が80%以上

の流動性をもつ内海･内湾の堆積物と一応定義している.

一方土木工学的には海底に堆積した軟泥を少しでも

含んだ堆積物はヘドロと呼んでいる.このように互い

に違うものを対象として討論を行なっているために混乱

カミ起こっている.そこでこれから話を進める上で多

少面倒であるカミ礫砂泥の区分をはっきりさせてお

きたい.

第1図

堆積物の水中に

おける沈降速度
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礫砂泥は岩石鉱物が細粒化する過程での各物性

に対応した名称で国際土壌学会の粒子区分が比較的解

りやすい.それによると｢礫と礫との間の孔隙には

水は保持され汝いカミ粗粒砂粒子間の孔隙には毛管引

力によって水が保持される.細砂とは肉眼で一粒一

粒が識別できる限界の大きさである.粘土は水中で

ブラウン運動を示しかつ一次鉱物の含量が少なく放る.

地質学的にはW醐Tw0RT亘(1922)が提唱したφ一ス

ケｰノレが一般に多く用いられている.堆積物粒子の直

径をm㎜単位で表して2を底とする負の対数をφ一ス

ケｰルと定義している.これは中々便利な分類法で

φ単位の整数区分が堆積物の名称と一致し堆積粒子の

統計的処理を行なうときに計算が容易である(第1表)

�
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一4-2246810φ

】641μ〃161/田1/2561/1,Ω24mm

粒径=

地質学的には礫と泥の区分は粒子の流水中での沈降

現象から合理的にされている(第1図)1粒子が粘性流

体(空気･水)中を沈降する場合粒子が充分小さくて

流体から受ける抵抗が粘性抵抗だけの場合にはストｰク

ス則に従う.一方粒子が大きい場合には沈降粒子

の後に渦流が発生して圧力差抵抗が大きくなり粘性

抵抗カミ無視されてインパクト則に従う.わかりやす

くいうと空から降ってくる雨粒は空気の粘性抵抗に

よってストｰクス則に従い等速運動を行なうのに対して

雷は重量も大きさも雨粒に比べて大きくインパクト則に

したがって加速度運動を行なうといった事である.今

堆積沈降粒子の比重を石英と同じものと仮定するとイ

ンパクト則に従って沈降するのカミ礫でありストｰクス

則に従って沈降するのが泥(シルト･粘土)である.

その両者の中間に位置するのが砂である.この性質を

利用して堆積物の粒度分析は泥についてはストｰクス

則を利用した沈降法(比重計法ピペット法)が砂よ

り粒径の大き柱ものについては節分け法が用いられてい

る.このような粒子の大きさによる沈降形態および速

度の差は海中へ運搬された粒子カミ沈積していく過程で

の淘汰作用としてあらわれ粒径分布が岸から沖合へと

細粒化する原因となる.また一度海底に沈積した堆

積物でも沈積した当時の海水の流速より大きな水流の下

では再移動を開始する.この再移動開始の速度を初

動速度といい初動速度と堆積物の粒径との間には第2

図の様汝関係がある.初動速度が小さく再移動し易い

粒子は粒径が2～4φ(0.25～0.0625㎜伽)の申～細

粒砂でそれより粒径が大きい礫も小さな泥も動きにく

レ､.

すなわち中～細粒砂で粒径のそろった(淘太のよい)�
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第2図水底から1m上位の水流中(縦軸)における粒子の大きさ

(横軸)による堆積状態(ALL酬1965)
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堆積物は再移動堆積物である可能性が強い.この再

移動運搬によっても堆積物の規則的な分布が形成され

る･このような海水中での粒径による運搬特性は

陸水中で堆積物粒子が運搬開始される段階からすでに

認められる.堆積物粒子は一般に次の三っの運搬

形式によって水中を運ぱれる.1つは懸濁液となっ

て粒子添浮遊運搬される懸濁(suspension)で泥の運

搬として普通である.2つには海底を跳躍(sa1ta･

tiOn)しながら運ばれるもので砂の運搬に見られる.

3つには河床を転動(ro11ing)しながら運ばれる礫の

運搬である.VIs亘珊(1969)は粒径積算値を対数確

率紙に描くことによって運搬形態の差を明らかにした

(第3図)･個々の堆積物の折線グラフの勾配の変換点

は堆積物は運搬形態の異なる亜群集(懸濁･跳躍･転

動)からなることを示している.懸濁運搬される粒子

は0.1mm･以下の極細砂より細粒のものである.跳躍

運搬によって運ぱれる最大粒子としては海底から60

cm上で採取した水の中に径1mm程度の粒子が含まれ

ることがある･転動運搬は粗粒子の運搬形態で転

動と跳躍運搬の境界は多くの場合2φ付近(中粒砂)

に見られる.2φ付近カミインパクト則とストｰクス

則とのほぼ接合点に相当する.以上の様に陸域から

供給される砕屑物は運搬･沈降および再移動過程を通

じて粒径毎の水カ学的な特性に従ってその分布が規

制されている.沿岸から沖合へと運搬営カが小さく

祖るにしたカミって現世堆積物の分布は原則的には粗

粒子から細粒子へと変化している.それゆえ大陸棚

上の粗粒子から細粒子へと粒径分化を示す底質の帯状分

布は氷河期の低海水準を示す何よりの証拠なのである.
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第3図対数確率紙への粒径分布曲線ブロット

C.T.粗粒裁断粒径Mdφ:粒径中央値

F･T.綱粒載断粒径φ:粗粒から1%の粒径

(VIs肥R1969)

このような氷河時代の低海水準時に堆積した残存堆積

物には次の様な特徴がある.

�

㈱

㌮

�

�

海岸からかなりの距離(10たm以上)離れた泥線以深の

水深に分布する粗粒堆積物は原則的には残存堆積物であ

る

礫の表面にコケ虫ゴカイの管マガキなどの浅海棲生物

遺殻か多数付着した礫片が多数混在している堆積物は残

存堆積物である.

砂粒子の表面が鉄酸化物によって覆われその後の堆積物

の供給カミ少たいためにその椥莫がそのまま残されている

ものは残存堆積物である可能性が強い.

低海水準時に形成された古地形(海底段丘沈水砂州海

釜)を構成するものは残存堆積物である.

マガキシジミなどの貝化石象野牛などの化石または

陸成泥炭を含む堆積物は残存堆積物である.

これらの基準を満足する堆積物は海底地形の特徴か

らものべたように大陸棚形成以後の堆積物で約15万

年前から1万年前までの海水準変動の実態を記録してい

る.この堆積物に残された記録を正確に読み取ること

によって地形から推定した海水準変動がさらに正確

なものになる.

2対馬海峡付近の底質

1972年度の採泥試料72点1973年度採泥試料101点お

よび芙蓉海洋開発株式会杜から提供された試料31点総

計207採泥試料の分析結果と周辺海図に記載されている�
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3,000点以上の底質記号を参考にして底質図(第4図)

を作成した.調査所の採泥試料よりも圧倒的に多い海

図資料を有効に活用するために海図の底質記号から読

みとれる粒径中央値をもって底質図をまとめた.こ

の底質図を編集する際に各々の採泥試料の粒度組成

砂粒組成および炭酸塩含量の分析結果から堆積物を記

載しその結果を地形面に対応させて現世堆積物再

移動堆積物および残存堆積物に区分した.また露岩

の分布域は3.5キロヘルツ地層探査記録で堆積物の層

厚が1m未満の海域を相当させたが同時に海図の露岩

記号も参照した｡｣

2.1.粒度分布

JISA1204に基づく粒度分析結果を正規確率紙

に粒径加積曲線として表し粗粒の粒径から1%径C

16%径φ1650劣後Mdφ84%径φ8｡を読みとり淘汰

係数σφおよび歪度αφを求めた.

粒径中央値M･φ一φ･φ平均値Mφ一昔(φ…φ･･)
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策4図対馬～五島海域表層底質図

A再移動堆積荷B残存堆積物

淘汰係数(φ一偏差値)σφ一昔(φ･･一φ･･)

歪度αφ=｣L(Mφ一Mdφ)

"φ

また堆積物の運搬形態を検討するためにPAss醐ム

(1957)の提口昌したC-Mパタｰン･ダイアグラムを作

成した.

粒径中央値Mdφ･底質図(第4図)によって水平分布

を検討する.対馬海峡の周辺には水深が80m以深で

も2φ以下の中ないし粗粒砂が分布し沿岸部には2φ

以上の細粒砂が分布し現在の陸域沿岸から供給される

砕屠堆積物とは無縁な分布関係にある.4φ以上の泥

質堆積物は陸岸から10km以内の佐世保沖や千カ石湾

にその分布が限られている.すなわち沿岸付近の

細粒堆積物分布域の沖合に粗粒堆積物が分布するという

典型的な大陸棚上の残存堆積物の分布形態を示している.

この平面的な底質分布図から直接底質堆積当時の海

水準を読みとることはできない.そこで水深と粒径

中央値との相関分布図(第5図)を作成した.一見

水深と粒径との間には何の関係もないように見えるが
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海底地形から推定した海水準とそれに対応する混線の深

度線を入れてみる.そうすると水深の浅い方から深

い方に向って粗粒砂からシルトまで人よそ3列の帯を

なした分布カミ読みとれる.すなわち海底地形面を構

成する堆積物は海水準停滞期に堆積し安定化したも

のでその後多少変化はしているが今なお残存堆
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第7図C-Mパタｰン図

積物として海底を覆っているのが読みとれる.一方

一110mより深い対馬海峡の底質は浅い海域のものよ

りも粗粒な堆積物だけから校るという潮流浸食による

残留堆積物的な特徴をしめしている.したがって粒

度組成の特徴からは海峡が形成されて以降海水準が

110m以下に低下したことはないといえる.もし140

mもの海水準低下カミあったとした荏らば当然150m

以深にも粗粒堆積物が分布しているはずである.本海

域には海底地形から読み取った停滞海水準位を支持す

る底質分布が認められる.

粒径中央値(Mdφ)と淘汰係数(σφ)との関係(第6

図)を見ると〕〉[dφ>3妻たはMdφ<1の底質はσφ

>1の普通の浅海堆積物の特徴をしめしている.それ

に対して1<Maφ<2の中～細粒砂にはσφ<!の非

常に淘汰のよい底質もある.

この淘汰のよい堆積物から荏る底質表面には音響測

深器の記録によると顕著な砂漣が発達し再移動堆積物

であることを示している.この再移動堆積物と考えら

ソ

れる底質は海峡の出口に分布し流速の減少とともに

選別的に堆積したものと推定される.その重直分布は

水深50～150mに及び各海水準での潮流に対応してい

る.

C-M図;横軸に粒径中央値(Mミクロ.ン)縦軸に粗

粒部から重量で1%の粒径概算値(Cミクロン)をとっ�
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て粒度分析結果をプロットしたものをC-M図(第7

図)という.C-lM図上の各点の位置は主として水

理条件と沈積･運搬様式を反映する.C-M図におけ

る各参照点は次の運搬形態の目安となる.

N～O:転勤堆積物

O～P:若干の懸濁運搬粒子を含む転勤堆積物

P～Q:若干の転勤運搬粒子を含む分級懸濁堆積物

Q～R:若干の跳躍運搬粒子を含む分級懸濁堆積物

R～S:均一懸濁堆積物

CS:分級懸濁運搬される最大粒子径

CU:均一懸濁運搬される最大粒子径

またC～M図は次の6つに区分される.まずI

1I皿は最大粒子径1mm以上の転勤運搬粒子を含む

堆積物であるがWVWは最大粒子径が1㎜m以

下で懸濁跳躍運搬粒子からなる堆積物である.対馬

海峡の底質は大半がIの区分に入り転勤運搬粒子か

らなることが明らかである.それに対して五島灘の

堆積物には跳躍分級懸濁によって運搬された粒子カミ多

レ､.

C～M図のI～VIまでの区分と水深との関係を検討す

る(第8図).粒径中央値と水深との関係と同様な傾向

を示すが堆積水理環境をさらに明らかに反映している.

水深110㎜以下の対馬海峡の底質は区分Iに入るもの

からなり低海水準時の潮流浸食による残留堆積物もし

くは残存堆積物であることをしめしている.

以上底質の粒度組成の特徴から本海域の底質は

現世堆積物残存堆積物再移動堆積物および残留堆積

物からなり海底地形の特徴から推定した海水準に対応

した分布をしている.

2.2.砂粒組成

砂粒分析の目的は250メッシュの節を通過したい粒

径1/16mm以上の砂粒子が何によって構成されている

かを250粒以上の砂粒子を識別してその比率を求め

砂粒子の起源を明らかにすることである.顕微鏡下で

識別する要素は環境の違いに起因する堆積物の種類に

よって選定しなけれぱならたい.本海域の底質には

生物遺骸が非常に多いので多数出現する生物を門や綱

などの動物分類体系にとらわれずに要素として選危した苦

区分した生物遺骸は二枚貝巻貝掘足貝浮遊性有

孔虫底生石灰質有孔虫底生砂質有孔虫ウニエビ

･カニワジツボ介形虫海綿骨針コケ虫放散虫

珪藻および植物繊維などである.鉱物質のものとして

は石英長石雲母有色鉱物岩片軽石スコリ

ア石炭および海緑石がある.また貝類や多毛類の
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第8図

C-M区分

と水深との

関係

糞(写真1)も医分した.石英および長石については

残存堆積物に多く産する鉄酸化物の付着した汚染石英と

現世堆積物に普通なハリ光沢をもつ石英とを区分した

(写真2).分析結果を粒度組成および地形面区分に対

応させて検討する(策9図).

○面の境世堆積物中には生物遺骸や植物片が多く含ま

れているがその組成ぱ単純である.貝片ウニ(オ

カメブンブク破片やトゲ)糞が主なもので汚染石英

はほとんど含まれたい.

I面以深の大陸棚上の堆積物には鉄酸化物に汚染さ

れた石英が量の多少にかかわらず含凌れる,生物樽

集組成が:豊窟になり員やウニの他に有孔虫が主要素に

なる.海峡部の再移動堆積物と推忠される底質には

雲母片が含まれる事がある.魏在の陸域かξ｡泥線を越

えて湾染石英や岩片の供給運搬は考えられないので

これらの存在は残存堆積物の証拠と荏る由

岩盤近くの残留性堆積物にはフジツボコケ虫布.

灰藻などの付春性生物遺骸片が多い.｡I繭以深の輝底一

地形面を構成する堆積物の砂粒組成には残存堆積物の

要素が明らかに認められる.したがって粒度組成か

ら推定される氷河時代の低海水準は砂粒組成からも支

持される.�
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第9図砂粒組成
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3津軽海峡西口付近の底質

小向(1956)は1930点のドレッジ採泥資料から底質

図(第10図)を作成した.それによると津軽海峡西

ロｰ帯には岩盤･礫･粗砂が広く分布するのに対して

砂や細砂の分布面積は狭く泥は全く分布しない.す

なわち海峡鞍部には岩盤･浸食残丘が発達し分布

する堆積物も残留堆積物的荏特徴をもつものである.

海底地形の項でも明らかにした様に尾根筋地形

的な高所を選択して流れる川跡は恋い海峡鞍部の海底

は岩盤からなり河川跡を示す河川堆積物の分布は見ら

れない.この底質分布を海底地形(第11図)と対応さ

せて検討してみる.

3.1.北海道吉岡側の底質分布

基盤岩の露出面積は第1海底段丘で68%第1海底

段丘斜面は81%で最高を示し以下下段に進むに従っ

写真1貝類の蓑粒

嚢嚢

写真2汚染石英

籔灘1

灘.理灘

饗�



て分布面積を減少し第3海段斜面は20%で最小と在り

第4～6海段間では48～75%とやや多く分布する.

巨礫(直径25cm以上)の分布は第4海段から第6

海段に見られこのうち第4海段が12%で最も多い.

礫は第3海段斜面が65%で最も多く分布しついで

第2海段面が多く第1海段斜面は15%で最も少荏い.

粗砂は第2海段砂は第3海段貝､殻は第1海段およ

び斜面第3海段および斜面に認められる.

以上堆積物分布には第3海段と第4海段との間の

第3海段斜面に大きな断裂が認められる.すなわち

第3海段以浅には小向砂礫丘を初めとする残存堆積物

や沈水河川堆積物が分布する.一方第4海段以深に

は巨礫･岩盤などの潮流浸食残留物しか分布しないこ

とである.

3.2.青森県竜飛埼側の底質分布

基盤岩や巨礫の分布は第1海段から第3海段までは

23～36%で比較的露出面積は狭いが第3海段斜面から

第6海段では59～100%で広い.とくに第5海段斜

面と第6海段にはほとんど基盤岩だけが分布している.

礫の分布は基盤岩の分布と逆で第1海段から第3海

段に比較的広く分布し第3海段斜面から第6海段には

少淀く第5海段には分布しない.分布傾向は北海

道側と同様で第3海段と第4海段との間に底質分布の

断裂がある.すなわち海峡形成後の氷河期に海水準

は第3海段と第4海段との間まで低下したが第4海

段以深には低下したことが狂いことを示している.

その最大海水準低下時の浸食営力が第4海段以下の

岩盤残丘地形に残されている.その後小向砂礫丘を

含む第2海段の粗砂礫丘堆積の海水準停滞があった後に

現海水準に達したことを堆積物分布は示している.

津軽海峡の形成は第6海段浸食地形から読みとれる

ように海水準が一110m以浅に達してからである.

海峡形成後第5および第4海段の岩盤浸食地形が形成

される程度の海水準停滞があったものと推定される.

第3海段斜面までの海底地形は陸上の三厩～福島段丘

形成以前のリス～ウルム間氷期の初期に形成された事を

示している.そうしてウルム氷期の停滞海水準は

第10図津軽海峡西口の底質図小向(1956)一部改

1.岩盤2.礫3.粗粒砂4.砂

第3海段から第1海段形成に対応するものカミ認められる.

沈水河川堆積物は海峡鞍部を離れた東側に位置する吉

岡および宮歌沖合の水深70mまで追跡される.以上の

事実からウルム氷期の最低海水準位は一70～一80m

にあったと推定される.次にこれらの堆積物中に含

まれる泥炭や貝殻の1里C年代測定値から堆積当時の海

水準について検討する.

414C年代測定値から見た海水準変化

第四紀の温暖期(間氷期)の海水準についての地質学

的な証拠は海進に伴って形成された海岸平野周辺の段

丘地形や海成堆積物として残されている.とくに

下末吉海進(リス～ウルム間氷期)によって形成された
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第11図

津軽海峡酉

D:底質の断裂深度

口海底地

K:小向砂礫丘

形断面�
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第12図

世界の大陸棚から採取された試料の14C年代

決定にもとづく海水準変化

〔MILLI岨N&EM囲Y(1968)〕

1.北米の大西洋大陸棚

2.テキサス大陸棚

3.世界の他の大陸棚

�

段丘地形は日本列島周辺にほぼ30～40mの高度の海

岸段丘として発達し当時の海水準を示すものと考えら

れている.一方寒冷期(氷期)の低海水準について

の地質学的証拠は海底に求めなくてはならたい.

したがって氷河期の低海水準の証拠は高海水準に比

べて少ないが海洋地質調査が進むにつれてかなり

明らかになってきた.MILLI肚N&E巫囲Y(1968)は

世界各地の大陸棚から採取された浅海棲員類海浜泥炭

木材石灰藻およびサンゴの1壬C年代測定結果をまとめ

た(第12図).わが国の海水準変動に関する泥炭や貝殻

の1里C年代測定資料については加藤(1972)が編集し

ている.その資料に大嶋ほか(1972.1975)水野

ほか(1972)五十嵐･熊野(1974.1975)石井ほか

(1974)およびEM珊Yeta1(!971)の資料を加えて

わカミ国近海の資料をまとめた(第13図).この図から

海水準を読み取る場合泥炭および腐植土は原則とし

て海水準の上限を示す.しか､し海洋地質調査カミ造む

につれて水深1000mの海底から浮遊性有孔虫を含む

腐植土が採取されたりして必ずしも腐檀土は陸域だけ

で形成されたものばかりではない事が明らかにされてい

る.また沿岸湖沼が埋積される場合湖沼の深度が

海水準よりはるかに深い場合たとえば新潟平野のボｰ

リング試料の泥炭(1392.1462)の様に当時の海水準

よりはるか下位に堆積したものもある.この試料を採

取した柴崎･和閏(1968)は分析試料とした泥炭を産

する地層は海棲珪藻化石や雲母片を多量に含むことか

ら水流の激しい外海と潟湖の接合部の水路のような環

境に堆積したものと推定している.
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第13図

目本沿崇平野および大陸棚から採敢一

された試料の1壬C年代と採集深度

1.加藤(1972)

2.大鴫ほか(19721975)

3.五十嵐ほか(19741975)

4.王二班ERYeta1(1971)�
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木片や腐植土から海水準を推定する場合その産状に

ついて留意しなければ見当違いの結論を出すことがし

ぱしぱある.一方浅海棲貝殻の存在からその生息

深度を加味して当時の海水準を推定する事にも同様柱間

題がある.海底表面に露出している貝殻とくに海

峡の海盆近くから採取された貝殻は生息していたその

場所で化石化する事は稀なので直接海水準を示すもの

ではない.豊後水道の水深102皿の海底から採取した

マガキの14C年代が4230±100B･P･y･の値を示した資料

をもっている.誰も常識的に4000年前に海水準が

100mも低かった事に同意しないであろう.また員

の生息場所の水深は水圧の差よりも水温として重要で

寒流系の貝は暖海では深い海に生息する.また員

の生息適応範囲は広く一片の貝殻から単純に生息水深

を断定することは危険である.しかしカキ礁とかサ

ンゴ礁の様に生息分布深度が限られ再移動すること

のないものはその限りではない.氷河時代の海水準

は泥炭層と貝殻層の間付近にあったと推定される.

しかし14C年代測定法で決定された年代値には分析

試料の産状および分析法などから避けられ低いいくつ

かの問題を含んでいる.したがって海水準決定には

その当時の海水準を示すと考えられる地形地質学的な

証拠や古生物の分布などについての充分な吟味が必要

である.

M工皿IMムN&EM醐Y(1968)の海水準変化曲線とわが

国の資料(第13図)とは15000年前以降に関しては一

致している.す恋わち大陸棚形成に関与する海水準

変動は氷河の消長にともなう世界的に共通な現象であ

ることを示している.例外的な資料として新潟平野

(13921462)と東京湾(1402982)の資料が泥炭

の分析値としては異常租値をしめしている.分析試料

採取者が記述しているように潟湖と外海との水路の堆

積物で当時の海水準よりかなり下に位置する堆積物で

あって当時の海水準を示すものではないので海水準

変動推定の資料から除外する.

第13図から読みとれる事は18000年前頃に最低位海

水準一70～一80㎜付近に達し14000～10000年前には

ほぼ一55m近辺に海水準は停滞し10000～6000年前に

かけて急激荏海水準上昇をしめした.この海水準変動

曲線から堆積物の堆積年代を推定するとI面は8000年

～10000年前II面は10000～13000年前そうして皿面

は17000～19000年前に主として堆積したものである.

一110m以深に発達する浸食地形は4万年以前もしく

は下末吉海浸以前のリス氷期に形成されたと考えなけれ

ばならない.この海水準変動論はこれまでのわが国

の一般的な常識と言われている値とかなり異なっている.

わカミ国の地質学や第四紀学会では20000年ほど前の氷

期に海水準はもっとも低く一100～一140mに低下し

大陸と日本列島は陸続きに在りそうして大陸棚も形

成されたというのがあまり根拠は校いが通説に狂って

いる.唯一の根拠として上げられる資料は新潟平野

のボｰリング試料として採取された泥炭片の14C年代測

定値と津軽海峡西口鞍部上に想像した河川地形跡を結び

つけた湊(1966)の論文である.この論文は地質学

第四紀学のみ校らず巷に氾濫する原目本人の起源や謎

といった本には必ず引用され中学高校の教科書にも

原目本人が2万年前に大陸から歩いて来た道があったか

のように教えられている.しかし新潟平野から1主C

分析試料を採取した柴崎和田(1968)は試料は流水

の影響の激しい海底に堆積したもので当時の海水準よ

りかなり下位に堆積したもので直接当時の海水準を

示すものでは狂いと言及している.また津軽海峡西

口の鞍部地形は陸上地形として考えると山の尾根稜

線に相当するものであって陸上では決して河川の発達

しない場所である.すなわち海峡鞍部上の浸食地形

は河川浸食地形とは考えられずその地形的祖特徴は

典型的な潮流浸食地形そのものである.この潮流浸食

説を支持する海金地形や岩盤残留礫が海峡中央部に分

布している.世界的に見ても(第12図)2万年前に

140mも海水準が低下したという証拠はなくこの様な

異常海水準低下カミもしあったとしたならわが国だけ

の現象である.

筆者はここで再度地形･地質学的な証拠から推定

される津軽海峡や対馬･朝鮮海峡の形成時期はウルム

氷期ではなくリス～ウルム間氷期初期の海進期である

ことを強調したい.北海道目高山脈に見られる山岳氷

河はリス氷期には海抜1,400mまでカｰル地形が発達

したがウルム氷期には1,600mまでしかカｰル地形は

発達しなかった.リス氷期の氷河規模はウノレム氷期

のそれよりはるかに大きい.この事実は当然海水

準低下にも反映されているはずである.リス氷期には

大陸と日本列島は接続し日本海は湖の様杜環境になっ

たものと推定されるが北海道石狩低地帯に厚く発達す

る第四系の解明がなければその実態はわからない.

ウルム氷期には宗谷海峡の陸化は充分考えられるが

津軽朝鮮対馬の海峡は2度と陸化することはなかっ

た.日本列島と大陸との間の陸橋は地質学的荏資料

から約10万年前に切断されたと考えざるを得ない.

次にこの様な海峡形成吏の傍証として重要往生物の地

理的分布から筆者の海峡形成吏を検証してみたい.

(未完)�


